
令和７年度　指定管理者年度評価シート

１　基本情報

２　管理運営の成果・実績

利用満足度

90%

97.3%

108.1%

　　利用状況

当年度 前年度 前年度差

177,244 174,011 3,233

1,866,785 1,837,462 29,323

83.0% 82.3% 0.7%

114.0% 112.2% 1.8%

３　収支状況

当年度 前年度 差異（実績－計画） ②差異（実績ー前年度） 主な要因

実績 ー ー

計画 ー ー

実績 524,681,060 521,818,690

計画 552,729,000 552,729,000

実績 ー ー

計画 ー ー

実績 524,681,060 521,818,690

計画 552,729,000 552,729,000

当年度 前年度 差異（実績－計画） ②差異（実績ー前年度） 主な要因

実績 186,950,500 178,618,607

計画 176,694,000 175,292,000

実績 340,498,256 340,958,882

計画 306,481,000 306,736,000

実績 ー ー

計画 ー ー

実績 527,448,756 519,577,489

計画 483,175,000 482,028,000
合計 44,273,756 7,871,267

管理費 34,017,256

①修繕計画自体は概ね予定通りであったが、単価

等の物価上昇影響が見られた。

②外部委託となる緊急対応費について前年度プラ

スとなった。

その他事業費

（自主事業支出）

-460,626

ー

合計 -28,047,940

支出

人件費 10,256,500

①計画時の想定より、最低賃金が上昇したため。

計画時：130名、＠1,071円

実　績：121名、＠1,146円

②短時間勤務の推進を図り、社会保険費の見直し

などを積極的に展開したが、最賃増の影響は大き

く計画値から大きな差異が発生した。

2,862,370

8,331,893

利用台数（一時）

利用率（定期）

その他収入

（自主事業収入）
ー

ー

2,862,370

ー

評価対象期間 令和７年４月１日～令和８年３月31日

利用料金収入 -28,047,940

①新型コロナウイルスの影響でテレワークが普及

し、利用者が減少したため。

②コロナ前の数値には程遠いものの、前年比では

プラスとなった。一時利用は長原駅駐輪場の工事

影響もありマイナスで推移した。

成果指標

数値目標

年度実績

達成率

利用台数（定期）

利用率（一時）

収入

業務代行料 ー

施設名称

＜Ｅ区分＞

北巽駅自転車駐車場、近鉄今里駅自転車駐車場、小路駅自転車駐車場、南巽駅自転車駐車場、桃谷駅自転車駐車

場、駒川中野駅自転車駐車場、田辺駅自転車駐車場、地下鉄長居駅自転車駐車場、東部市場前駅自転車駐車場、針

中野駅自転車駐車場、加美駅自転車駐車場、喜連瓜破駅自転車駐車場、JR平野駅自転車駐車場、地下鉄平野駅自転

車駐車場、出戸駅自転車駐車場、長原駅自転車駐車場、ＪＲ長居駅自転車駐車場

施設所管課・担当 建設局総務部管理課（自転車対策担当）

条例上の設置目的

駅周辺並びに公共の場所における自転車、原動機付自転車及び自動二輪車（以下「自転車等」という。）の放置に

よる危険又は障害を解決する手段の一つとして設けている本市の有料自転車駐車場（以下「有料駐輪場」とい

う。）について、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第3項及び大阪市立有料自転車駐車場条例（平成

18年条例第87号。以下「条例」という。）第5条の規定に基づき、有料駐輪場を設置している

指定管理者名 サイカパーキング連合体

指定期間

業務の概要
・市立有料自転車駐車場の管理運営に関すること

・有料自転車駐車場及び附帯施設の維持保全業務

成果指標 ・市民サービスの向上に伴う利用満足度

数値目標 利用満足度：利用満足度のアンケート結果のうち90％以上

令和３年４月１日～令和８年３月31日



令和７年度　指定管理者年度評価シート

４　管理運営状況の評価（１次評価）

（１）成果指標の達成

達成率 評価

108.1% B

（２）市費の縮減

評価

B

（３）管理運営の履行状況

評価

B

B

B

社会的責任・市の施策との整合性 B

５　利用者ニーズ・満足度等

６　外部専門家意見

７　最終評価

評価

B

B

管理運営の履行状況

施設の管理運営

事業計画の実施状況

施設の有効利用

社会的責任・市の施策との整合性

B総合評価

・啓発活動への多数の参加、修繕への取組は評価できる。

・外部専門家意見にもあるとおり、引き続き事業方針や収支改善策を検討した

上で、新紙幣、新硬貨への対応を早急に進めるなど、今後も、さらなるサービ

スの向上を図り、利用促進に努められたい。

市費の縮減 ・提案どおりの基本納付金額を納め、計画どおりの市費削減効果を得ている。

B

・放置自転車啓発活動を区役所、地元協議会、関係各所と実施し、放置自転車

対策に寄与した。

・自転車駐車場の修繕に積極的に取り組んでいる。

・施設の管理運営はチェックシートを使用し、毎月適切に実施していることを

確認した。

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

成果指標の達成

・アンケートの結果において、「非常に良い・良い・普通」評価の割合が

97.3%であった。

・成果指標は達成しているものの、前年度から継続して新紙幣、新硬貨への対

応不備に対する改善要望が多数見受けられることから、当該意見等を踏まえ、

利用者満足度の向上につながるよう施設の管理運営に努められたい。

施設の管理運営

事業計画の実施状況

施設の有効利用

実施内容（質問項目）：（安心・信頼、服装・身だしなみ、施設の快適さ、掲示物の見やすさ、整理整頓（自転車）、挨拶・接客態度、説明・コミュニ

ケーション）

調査方法（期間）：アンケート調査（非常に良い・良い・普通・悪いの4段階評価）　全17駐輪場（令和８年１月25日～２月24日）

回答率：36.7％　（17駅（配布1,700枚　回収624枚））

結果：非常に良い・良い・普通　97.3％　悪い2.7％

・収支は△3百万円(前年度は3百万円)であるが、大阪万博による一時的な収入の増加、人件費・修繕費の単価上昇を踏まえると、今後の収支についても厳

しい状況が継続することが想定される。人件費・管理費の見直しを行いつつ、外部環境の変化を踏まえ事業の継続性を考慮すると、利用料単価の見直しも

必要な状況と考えられる。

・新型コロナウイルスによる影響もあり、計画通りではないが、収支のバランスが取れている点は評価できる。要因はひとつではないが、これまでに実施

してきた整備や対策の効果と思われる。地域性の影響は考慮した上で他区分へ展開し、波及させていくことが望まれる。

評価項目 所見

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

評価項目 特記事項

利用満足度

市費の縮減に係る取組状況 特記事項

評価項目 特記事項

本市からの支出を０とし、かつ本市に納付金を納めてい

る


